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都市解析手法に関する最新技術研究の視察および適用事例の調査
――平成 12年度三好研究助成調査報告――
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1. は じ  め  に

筆者は昨年,そ れまでの兵庫県南部地震に関する研究成

果である 「建物被害関数⊃
」や 「建物倒壊危険度評価法

の
」などを実際の社会に役立たせるためのヴイジョンとし

て, “MUSE(The Mcthod of Urban Safcty Analysis and

Environmental Design)"と名づけられた防災的な観点から

の都市解析手法 (図1)を 提案 した 。゙これは,都 市情報

基盤,GIS, リ モー トセンシング,GPS,モ バイルコンピ

ューテイング,バ
ーチャルリアリテイなど,近 年の最新情

報技術 と連動 した21世紀の都市解析手法のビジョンであ

つたが,そ の方向性を示 していたにすぎず,今 後この手法

を実現化するために,最 新技術を用いた関連研究分野の動

向を調査 し,そ れら関連技術の都市解析手法への適用可能

性を整理する必要があった。このような背景のもと,生 産

技術研究奨励会による三好研究助成を受け,賭 『市解析手

法に関する最新技術研究の視察および適用事例の調査」と

してアメリカを訪問した。その内容をここに報告する。

2.研 究調査の概要

本研究調査の対象である
“
MusE"に 関連する分野 とし

ては,“MusE"を 取 り扱 う主要 なツール としての GIS,

三次元空間を扱 うための都市シミュレーションおよびリモ
ー トセ ンシングなどの情報技術, これ らの都市情報 を実際

の生活 に適用するためのマルチメディアに関する技術 (バ
ーチャル ・リアリテイ,オ

ーグメンテ ッ ド・リアリテイ等

を含む),情 報技術 を用いた都市 ・建築関連の教育,お よ

び
“
MUSE"の 対象 となる都市の防災的な実状 と被害想定

分野,な どが挙げられる。これ らの分野の最新動向に関す

る情報 を収集するために,情 報技術関連研究が進んでいる

アメリカ合衆国内の大学,企 業,お よび政府機関等を訪れ,

下記の 日程で調査が実施 された。

(1)シ カゴ (8/1-8/4)

Chicago Confcrence of thc National Council for Geographic

Education

Chicago Architecture Foundation

( 2 )ワ シン トンD C ( 8 / 4 - 8 / 9 )

T h e  C a t h o l i c  U n i v e r s i t y  o f  A m c r i c a

Washington…Alexandria   Architccturc   Center,   Virginia

PolyTechnic lnstitute and State University

National Building Muscum

Federal Emcttency Managemcnt Agency(Fロ レIA)

( 3 )ニ ューヨーク (8/9■/14 )

Department of COmputer Scicncc,COlumbia Univcrsity

The Sony Corporation's New York headquarters

Cooper―Hewitt,National Design ⅣIuseum

い)ロ サ ンジェルス (8/14-8/19 成田への移動含)

Environmental Systems Research lnstitute,Inc.(ESRI)

ImagcCat,Inc.図 1 都 市解析手法MusE
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3.都 市解析技術に関する最新技術研究の視察

3.1 シ カゴ

シカゴでは,イ ンターコンチネンタルホテルで開催され

たNational Council for Geographic Educadonを訪れ,出 展さ

れた各企業の最新のGIS製 品を見て回り,GISを 用いた教

育プログラム等についての情報を収集 した。またchicago

Architccture Foundationを訪れ,シ カゴ大火の後に世界有数

の高層建築を誇る都市へと変貌 したシカゴの建築ツアーに

参加 し,説 明を受けながら,Mies van der Rohc,■ank Lloid

Wright,Luis Hcnry Sdivan,SOM,Hclmut Jahnなど19世紀か

ら現代にかけて近代建築を引つ張ってきた建築家達の作品

を視察 した。

3.2 ワ シントンDC

ヮシントンDCで は,The catholic University of Anlcricaお

よ び  washington―Alexandria Al・chitecture Center, Virginia

PolyTechnic lnstitute and Statc Universityを訪れ,建 築学部長

や担当教官らと会い,都 市 ・建築分野におけるマルチメデ

ィア教育についての話を伺うとともに,そ れらを用いた建

築作品や研究設備等を視察した。Nationd Building Muscum

で は, “Eco―Revclatory Design:Nature Constrtlctcd/Naturc

Revealcご
'展

にて風水害など自然災害を防ぐためのランド

スケープデザインの実例
°

(図2)を 見学 した。防災を都

市デザインに生かしている事例は日本ではまだ少なく,風

水害を前提 として自然環境を都市のデザインに反映させる

アメリカの事例は大変参考になった。また,ア メリカ内で

発生する自然災害等の緊急事態を処理するFedc r a l

E m e r g e n c y  M a n a g e m c n t  A g c n c y ( F E M A )を 訪 問 し,自 然

災害の事前 ・事後対応や各種設備,組 織体制等についての

説明を受けた (写真 1)。さらにFEMAで 運営 している

HAZUS(ア メリカの被害推定システム)や IMPACT(災

害対応コミュニテイ構築プロジエクト)等 の担当者達と会

い,そ れらの使われ方や日米における災害対応の違いなど

デイスカツシヨンを行い,情 報交換を行った (写真 2)。

3.3 ニユーヨーク

ニュー ヨークでは, Dcpartment of Computer Scicnce,

Columbia Universityを訪れた。ここではまず 「建物被害関

数」,「建物倒壊危険度評価法」,賭 「市解析手法 MUSE」 な

どこれまでに筆者が行つてきた研究
1～Эを発表 し,そ の

後,Stcven Feiner教授 と学生達による,Augmen“ d Reality

(拡張現実)に 関する研究成果
つ

や実験を見学 した (写真

3)。これは特殊な装置を身につけることにより通常我々が

体感する実世界上の実体に属性データ等の情報を投射する

ものであり,地 震直後に避難者が都市情報を把握するなど

防災都市分野において今後期待できる技術である。今回は

コロンビア大学キヤンパスをモデルとした拡張現実プロジ

ェクトを体験 した。また同大学のロボツトエ学を専門とし
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撃:縣彗騨華難1曇轟‖■1111■■‐11‖‖‖鼻蜘:
想定被害について説明するLttAUS担 当者

ているPcH Allen助教授を訪問し,複 数の視点から撮影し

た建築写真をもとに三次元データを作成する技術等につい

ての研究
°

(図3)に 関する説明を受けた。これらの研究

は
“
MUSE"が 具体的な社会生活と関わる段階において密

接に関わるものと思われる。The Sony Corporation's New

York headquartersでは,コ ミュニケーシヨン 。ロボツト,

高解像度モニター,ヘ ツド・マウンテッド・デイスプレイ

図2 洪 水を考慮 したランドスケープデザインの例

写真 l FENEA災 害対策本部
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な ど各種最新技術 を用 いた製 品等 を視 察 した。 さらに

CoopttHewitt,Nadonal Dcsign Museumで開催中のデジタル

デザイン展 を訪れ,■ ank O,Gehry,Grcg Lynn,Neil Dcnaliな

どの建築家 によるコンピュータ解析 による都市 ・建築デザ

生 産 研 究

イン (cyber Architecturc)の事例や方法論などを調査 した。

3.4 ロサンジェルス

ここでは, リモートセンシングを用いた防災研究をして

いるImageCat社を訪問し, リモー トセンシングデータと

写真3 コ ロンビア大学でのAttmented Rcaliり実験を体験する著者 (左)と そのための装置 (右)

図3 ス キャニングロボット (左)と スキャンして3次 元化された建築画像
ω
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とスタッフ (右)写真 4 ESRI社 全景 (左)
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一般公開されている建物属性情報を用いた都市の三次元デ

ータ化の研究等についての説明を受け,災 害時への適用可

能性について議論 した。またArc/1nfoや、Arc/Viewなどの

製 品 に よ り GIS分 野 を リ ー ドして い る ESRI社

(Ellvironmcntd Systcms Research lnstitllt,Inc.)を訪 れ,
“
MUSE"研 究のプレゼンテーシヨンを行った。さらに自

治体 ・ランドスケープ 。医療など各分野における GIS使

用法をはじめとして,21世 紀の都市 ビジヨンを議論 し,

インターネットや三次元 GISな どを用いた最新製品,GIS

の各分野における適用事例などを視察した (写真 4).

4 .お わ り に

以上の4都市にまたがつて視察 した最新技術研究はそれ

ぞれ異なった分野ではあるが,こ れらの情報を得たことに

より,21世 紀のビジヨンである 「都市解析手法 MUSE」

実現のための手法およびプロセスをより具体化することが

できた (図4)。今回の調査によつて,よ り具体的になっ

た 「都市解析手法 MUSE」 のビジヨンと方法論について

は,2000年 9月 12日から14日にかけて生産技術研究所に

て開催された 「第 3回都市 3次元 。マルチメデイアマッピ

ングに関する国際ワークシヨップ」の場で発表されたつ。

さらに今後学会等で発表する予定である
80。

本調査で得

られた知見とともに, もうひとつ重要なことは,こ の調査

により築かれた筆者と各研究者とのネットワークであろ

生 産 研 究

う。これらの関係は,今 後この分野で活動 してい く筆者に

とって大変貴重な財産となると確信 している。
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